
















































 平成 27 年４～５月。 
（２）分析対象者 
 調査対象は S 大学短期大学部に在籍している１年生及び２年生である。食生活状況調査と食
物摂取状況調査の両方に協力いただいた人のうち、18～22 歳（生年月日が 1993 年４月２日以















摂取状況、共食状況、食態度、食意識、食育認知度に関連する 20 項目を使用する。 
（４）分析方法 
 表１のとおり、共食頻度により４群に分類し、食態度、食意識、食品群別摂取量との関係を
検討した。食態度、食意識といった質的データには Kruskal Wallis 検定を用い、さらに A 群
を比較基準とした Steel 検定（両側検定）による多重比較を行った。食品群別摂取量の量的デ
ータには一元配置分散分析を用い、さらに A 群を比較基準とした Dunnett 検定（片側検定）に
よる多重比較を行った。解析ソフトはエクセル統計 2012  for Windows を用いた。 
表１ 共食頻度による分類 
A 群 １日３食(朝食と昼食と夕食)とも「ほぼ毎日」誰かと一緒に食べている人 
B 群 １日３食のうち２食(朝食と昼食又は朝食と夕食又は昼食と夕食)で「ほぼ毎日」誰かと一緒に食べている人 
C 群 
B 群から外れた人で、１日３食のうち２食(朝食と昼食又は朝食と夕食又は昼食と夕食)で「週 4～5 回」以上
は誰かと一緒に食べている人 














ほぼ毎日 (週 6～7 日） 42 (23.6) 
週 4～5 日 17 ( 9.6) 
週 2～3 日 27 (15.2) 
週 1 日以下 15 ( 8.4) 




ほぼ毎日 (週 6～7 日） 111 (62.4) 
週 4～5 日 52 (29.2) 
週 2～3 日 6 ( 3.4) 
週 1 日以下 2 ( 1.1) 




ほぼ毎日 (週 6～7 日） 113 (63.5) 
週 4～5 日 25 (14.0) 
週 2～3 日 19 (10.7) 
週 1 日以下 10 ( 5.6) 
ほとんど食べない 11 ( 6.2) 





ほぼ毎日 (週 6～7 日） 112 (62.9) 
週 4～5 日 30 (16.9) 
週 2～3 日 19 (10.7) 
週 1 日以下 1 ( 0.6) 
ほとんど食べない 16 ( 9.0) 
昼食は食べますか 
 
ほぼ毎日 (週 6～7 日） 165 (92.7) 
週 4～5 日 9 ( 5.1) 
週 2～3 日 2 ( 1.1) 
週 1 日以下 0 ( 0.0) 
ほとんど食べない 2 ( 1.1) 
夕食は食べますか 
 
ほぼ毎日 (週 6～7 日） 154 (86.5) 
週 4～5 日 16 ( 9.0) 
週 2～3 日 5 ( 2.8) 
週 1 日以下 1 ( 0.6) 
ほとんど食べない 2 ( 1.1) 
 食事摂取状況では、朝食をほぼ毎日食べる人は 62.9％、昼食 92.7％、夕食 86.5％であり、
３食のうち朝食の摂取状況が一番低かった。大学生の食に関する実態・意識調査報告書７）で
は、朝食をほとんど毎日食べる人は 65.4％（女性）であり、ほぼ同じ結果となった。 










ほぼ毎日 (週 6～7 日） 4 ( 2.2) 
週 4～5 日 14 ( 7.9) 
週 2～3 日 51 (28.7) 
週 1 日以下 44 (24.7) 




ほぼ毎日 (週 6～7 日） 24 (13.5) 
週 4～5 日 18 (10.1) 
週 2～3 日 45 (25.3) 
週 1 日以下 30 (16.9) 




毎日 2 回以上 2 ( 1.1) 
毎日 1 回以上 2 回未満 6 ( 3.4) 
週 2 回以上 7 回未満 24 (13.5) 
週 1～2 回 87 (48.9) 




そう思う 14 ( 7.9) 
どちらかといえば思う 66 (37.1) 
どちらかといえば思わない 70 (39.3) 
思わない 28 (15.7) 
食事を楽しんでいますか 
 
楽しんでいる 105 (59.0) 
どちらかといえば楽しんでいる 62 (34.8) 
どちらかといえば楽しんでいない 9 ( 5.1) 
楽しんでいない 2 ( 1.1) 
食事のときに会話をしますか 
 
いつも会話する 111 (62.4) 
ときどき会話する 51 (28.7) 
あまり会話しない 11 ( 6.2) 








しっかり食べている 91 (51.1) 
だいたい食べている 63 (35.4) 
あまり食べていない 22 (12.4) 





いつも心がけている 44 (24.7) 
ときどき心がけている 69 (38.8) 
あまり心がけていない 50 (28.1) 





いつも心がけている 22 (12.4) 
ときどき心がけている 78 (43.8) 
あまり心がけていない 64 (36.0) 





いつも心がけている 79 (44.4) 
ときどき心がけている 79 (44.4) 
あまり心がけていない 15 ( 8.4) 




いつも心がけている 24 (13.5) 
ときどき心がけている 81 (45.5) 
あまり心がけていない 57 (32.0) 




いつも心がけている 13 ( 7.3) 
ときどき心がけている 79 (44.4) 
あまり心がけていない 67 (37.6) 






















 表１に示した共食頻度によって分析対象者 178人を４群に分類した結果、A群 34人（19.1％）、
B 群 62 人（34.8％）、C 群 35 人（19.7％）、D 群 47 人（26.4％）となった。 
 共食頻度４群別 食態度の結果を表７に示す。現在の自分の食事状況は良いと思いますか、食
事を楽しんでいますか、食事のときに会話をしますかの３項目について４群間に有意な群間差
が認められた。さらに多重比較の結果、３項目とも A 群と D 群において有意な差が認められた。
夜９時以降に食事をすることはありますかの項目については４群間に有意な群間差は認められ












食育という言葉を知っていますか 人数 （％） 
知っている 114 (64.0) 
知らない 64 (36.0) 















人数 （％） 人数 （％） 人数 （％） 人数 （％）  
ほぼ毎日 (週 6～7 日） 2 ( 5.9) 1 ( 1.6) 0 ( 0.0) 1 ( 2.1) 0.0673 
週 4～5 日 0 ( 0.0) 7 (11.3) 2 ( 5.7) 5 (10.6) (A≠B*, 
週 2～3 日 5 (14.7) 16 (25.8) 14 (40.0) 16 (34.0) A≠C*) 
週 1 日以下 8 (23.5) 20 (32.3) 9 (25.7) 7 (14.9)  





    
ほぼ毎日 (週 6～7 日） 5 (14.7) 11 (17.7) 2 ( 5.7) 6 (12.8) 0.8275 
週 4～5 日 2 ( 5.9) 5 ( 8.1) 6 (17.1) 5 (10.6)  
週 2～3 日 9 (26.5) 14 (22.6) 7 (20.0) 15 (31.9)  
週 1 日以下 5 (14.7) 12 (19.4) 7 (20.0) 6 (12.8)  





    
毎日 2 回以上 0 ( 0.0) 1 ( 1.6) 1 ( 2.9) 0 ( 0.0) 0.5858 
毎日 1 回以上 2 回未満 1 ( 2.9) 0 ( 0.0) 1 ( 2.9) 4 ( 8.5)  
週 2 回以上 7 回未満 4 (11.8) 4 ( 6.5) 6 (17.1) 10 (21.3)  
週 1～2 回 19 (55.9) 36 (58.1) 16 (45.7) 16 (34.0)  





    
そう思う 2 ( 5.9) 6 ( 9.7) 4 (11.4) 2 ( 4.3) 0.0002** 
どちらかといえば思う 21 (61.8) 24 (38.7) 13 (37.1) 8 (17.0) (A≠D**) 
どちらかといえば思わない 10 (29.4) 27 (43.5) 10 (28.6) 23 (48.9)  
思わない 1 ( 2.9) 5 ( 8.1) 8 (22.9) 14 (29.8)  
食事を楽しんでいますか       
楽しんでいる 25 (73.5) 42 (67.7) 18 (51.4) 20 (42.6) 0.0048** 
どちらかといえば楽しんでいる 8 (23.5) 19 (30.6) 15 (42.9) 20 (42.6) (A≠D*) 
どちらかといえば楽しんでいない 1 ( 2.9) 1 ( 1.6) 1 ( 2.9) 6 (12.8)  
楽しんでいない 0 ( 0.0) 0 ( 0.0) 1 ( 2.9) 1 ( 2.1)  
食事のときに会話をしますか       
いつも会話する 25 (73.5) 45 (72.6) 19 (54.3) 22 (46.8) 0.0100* 
ときどき会話する 9 (26.5) 11 (17.7) 15 (42.9) 16 (34.0) (A≠D*) 
あまり会話しない 0 ( 0.0) 5 ( 8.1) 1 ( 2.9) 5 (10.6)  
ほとんど会話しない 0 ( 0.0) 1 ( 1.6) 0 ( 0.0) 4 ( 8.5)  
※群間差は Kruskal Wallis 検定 
（）内は A 群を比較基準とした Steel 検定（両側検定）で有意差が認められた群の組み合わせ 






項目について４群間に有意な群間差が認められた。さらに多重比較の結果、A 群と B 群、A 群と
D 群において有意な差が認められた。それ以外の５項目については４群間に有意な群間差は認
められなかった。 















人数 （％） 人数 （％） 人数 （％） 人数 （％）  
しっかり食べている 27 (79.4) 31 (50.0) 19 (54.3) 14 (29.8) 0.0001** 
だいたい食べている 4 (11.8) 26 (41.9) 13 (37.1) 20 (42.6) (A≠B*, 
あまり食べていない 3 ( 8.8) 5 ( 8.1) 3 ( 8.6) 11 (23.4) A≠D**) 
まったく食べていない 0 ( 0.0) 0 ( 0.0) 0 ( 0.0) 2 ( 4.3)  
乳製品を食べるように心がけて
いますか 
    
いつも心がけている 13 (38.2) 14 (22.6) 3 ( 8.6) 14 (29.8) 0.5945 
ときどき心がけている 10 (29.4) 23 (37.1) 20 (57.1) 16 (34.0)  
あまり心がけていない 5 (14.7) 21 (33.9) 10 (28.6) 14 (29.8)  
ほとんど心がけていない 6 (17.6) 4 ( 6.5) 2 ( 5.7) 3 ( 6.4)  
豆類・豆加工品を食べるように
心がけていますか 
    
いつも心がけている 8 (23.5) 8 (12.9) 3 ( 8.6) 3 ( 6.4) 0.3240 
ときどき心がけている 14 (41.2) 27 (43.5) 17 (48.6) 20 (42.6)  
あまり心がけていない 10 (29.4) 21 (33.9) 12 (34.3) 21 (44.7)  
ほとんど心がけていない 2 ( 5.9) 6 ( 9.7) 3 ( 8.6) 3 ( 6.4)  
野菜を食べるように心がけてい
ますか 
    
いつも心がけている 18 (52.9) 25 (40.3) 20 (57.1) 16 (34.0) 0.2076 
ときどき心がけている 14 (41.2) 30 (48.4) 10 (28.6) 25 (53.2)  
あまり心がけていない 1 ( 2.9) 6 ( 9.7) 4 (11.4) 4 ( 8.5)  
ほとんど心がけていない 1 ( 2.9) 1 ( 1.6) 1 ( 2.9) 2 ( 4.3)  
果物を食べるように心がけてい
ますか 
    
いつも心がけている 9 (26.5) 4 ( 6.5) 3 ( 8.6) 8 (17.0) 0.1507 
ときどき心がけている 11 (32.4) 33 (53.2) 12 (34.3) 25 (53.2)  
あまり心がけていない 13 (38.2) 20 (32.3) 17 (48.6) 7 (14.9)  
ほとんど心がけていない 1 ( 2.9) 5 ( 8.1) 3 ( 8.6) 7 (14.9)  
塩分を控えようと心がけていま
すか 
    
いつも心がけている 4 (11.8) 3 (4.8) 2 ( 5.7) 4 ( 8.5) 0.9547 
ときどき心がけている 14 (41.2) 29 (46.8) 17 (48.6) 19 (40.4)  
あまり心がけていない 13 (38.2) 25 (40.3) 11 (31.4) 18 (38.3)  
ほとんど心がけていない 3 ( 8.8) 5 ( 8.1) 5 (14.3) 6 (12.8)  
※群間差は Kruskal Wallis 検定 
（）内は A 群を比較基準とした Steel 検定（両側検定）で有意差が認められた群の組み合わせ 





に多重比較の結果、緑黄色野菜では A 群と B 群、A 群と C 群、A 群と D 群において有意な差が
認められ、果物では A 群と B 群、A 群と C 群において有意な差が認められた。その他の野菜に
ついては４群間に有意な群間差は認められなかったが、多重比較の結果 A 群と D 群おいて有意
な差が認められた。 
表９ 共食頻度４群別 食品群別摂取量の平均値 

































































































（）内は A 群を比較基準とした Dunnett 検定（片側検定）で有意差が認められた群の組み合わせ 
**ｐ＜0.01  *ｐ＜0.05 
 
（６）共食頻度と食育認知度 
 共食頻度４群別 食育認知度の結果を表 10 に示す。４群間に有意な群間差が認められ、さら
に多重比較の結果、A 群と C 群、A 群と D 群において有意な差が認められた。 















人数 （％） 人数 （％） 人数 （％） 人数 （％） 
 
知っている 29 (85.3) 39 (62.9) 19 (54.3) 27 (57.4) 0.0295* 
(A≠C*, 
A≠D*) 知らない 5 (14.7) 23 (37.1) 16 (45.7) 20 (42.6) 
※群間差は Kruskal Wallis 検定 
（）内は A 群を比較基準とした Steel 検定（両側検定）で有意差が認められた群の組み合わせ 






そう思う」をあわせると A 群では 67.7％に対し、D 群では 21.3％であった。「どちらかといえ
ば思わない」「思わない」をあわせると D 群では 78.9％であり、D 群の多くの人が自分の食事状
況を良いと思っていないことがわかった。食事を楽しんでいますかとの項目では「楽しんでい
る」の回答で A 群では 73.5％、D 群では 42.6％であり A 群と D 群では有意な差が認められてい
る。しかし「楽しんでいる」「どちらかといえば楽しんでいる」をあわせると A 群では 97.0％、









あわせると 88.8％と多くの人が心がけていることがわかった。食品群別摂取量平均値では A 群
77.1ｇ、B 群 55.4ｇ、C 群 53.9ｇ、D 群 51.0ｇと共食頻度が少ないほど緑黄色野菜の摂取量平
均値が少なくなる傾向がみられ、A 群を比較基準とした多重比較では A 群と B 群、A 群と C 群、




B 群 62.9％、C 群 54.3％、D 群 57.4％と共食頻度が少ないほど食育認知度が低くなる傾向がみ
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